条件次第で必要な書類

被災家屋の解体等に関する同意書
（借家等の居住者）
令和　　年　　月　　日

美里町長　　様
（借家等の居住者）
住　所（所在）
	
ふりがな
氏　名
（法人の場合名称）	
電　話	


　私が居住する下記の建物に関して、以下のことに同意します。
１　申請者　　　　　　　　が、美里町に下記の損壊家屋等の解体・撤去の申請を行うこと。
２　申請者が、損壊建築物内の家財道具等を撤去すること。

※　複数世帯の居住がある場合は、世帯主全員の同意書が必要です。

記

損壊家屋等　　所在地　	

種類・名称等 	

申請者　　　住　所（所在） 	

氏　名（名称） 	


条件次第で必要な書類

被災家屋の解体等に関する同意書
（損壊家屋等に関する権利設定者（抵当権者等））
令和　　年　　月　　日
美里町長　　様
（損壊家屋等に関する権利設定者）

氏　名　	

住　所

	

電　話　	

私は、下記の損壊家屋等の解体・撤去（以下「解体等」という。）に関して、当該損壊家屋等に関する権利設定者として、解体等に同意します。

記

１．損壊家屋等の所在地
　	
２．損壊家屋等の種類、名称等
　	
３．損壊家屋等の所有者等
　	
４．損壊家屋等に関して設定した権利（設定年月日等詳しく記入）
　	
※ 損壊家屋等に関して設定した権利が複数ある場合は、それぞれ記載してください。
※ 金融機関等から交付される抵当権解除証書等の抹消書類を提出する場合は当該同意書の提出は不要です。


条件次第で必要な書類
損壊家屋等の建物性に関する申告書

令和　　年　　月　　日
美里町長　　様

（申請者）
住　所　	
氏　名	


　私が、令和　　年　　月　　日付により解体・撤去の申請を行った損壊家屋等について下記の理由により建物性が認められないと考えるため、その旨を申告します。

記
	建物性が認められない損壊家屋等
	損壊家屋等の種類
	理由

	１棟目





	□ 住宅	□ 納屋
□ 土蔵	□ 事務所
□ 店舗	□ 塀等
□ その他
	□ 建物全体が倒壊又は流失している
□ 建物が火災により全焼している
□ 複数階建ての建物の下層階部分が圧潰している
□ 建物の壁がなくなり柱だけになっている
□ 傾いており自立が困難となっている
□ 土台から離れている

	２棟目





	□ 住宅	□ 納屋
□ 土蔵	□ 事務所
□ 店舗	□ 塀等
□ その他
	□ 建物全体が倒壊又は流失している
□ 建物が火災により全焼している
□ 複数階建ての建物の下層階部分が圧潰している
□ 建物の壁がなくなり柱だけになっている
□ 傾いており自立が困難となっている
□ 土台から離れている

	３棟目





	□ 住宅	□ 納屋
□ 土蔵	□ 事務所
□ 店舗	□ 塀等
□ その他
	□ 建物全体が倒壊又は流失している
□ 建物が火災により全焼している
□ 複数階建ての建物の下層階部分が圧潰している
□ 建物の壁がなくなり柱だけになっている
□ 傾いており自立が困難となっている
□ 土台から離れている


[bookmark: _Hlk218760229]※敷地内に建物性が認められないと考えられる損壊家屋等が複数ある場合には損壊家屋等ごとに表中各行に示してください
※建物性が認められないと考えられる損壊家屋等が４棟以上ある場合は、４棟目以降の表を別紙として下さい。
※可能な範囲で当該倒壊家屋等の写真を添付または受付窓口で提示してください。
条件次第で必要な書類
被災家屋の解体等に関する宣誓書
（被災家屋共有者・相続人・権利設定者）用
令和　　年　　月　　日
美里町長　　様
（申請者）
住　所	
氏　名	

　私が解体・撤去の申請をいたしました下記の損壊家屋等について、同意書の取得が困難な状況ですが、下記１.及び２.に記載の事情からして、当該家屋等の（共有者・法定相続人・権利設定者）らから、本申請について異議が述べられることはないと考えられます。
　仮に後日、同意書を取得できていない（共有者・法定相続人・権利設定者）との間に当該家屋等の解体・撤去について紛争が発生した場合には、私の責任において解決することを宣誓いたします。
　ついては、本宣誓書をもって解体・撤去の手続を進めていただくようお願いいたします。
記

１．（共有者・法定相続人・所有者以外の権利者）全員から同意書を取得することができない事情
□（共有者・法定相続人・所有者以外の権利者）から応答がない
□その他（	）
２．損壊家屋等の状況
□建物としての価値がない状態にある
□建物の存立を前提とした場合の修理に要する費用が取壊しに要する費用を上回る
□取り壊さないと建物が周囲に損害を与えるおそれがある
□その他（	）
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